


 

 

 
 

ファースト・ハーベスト・ナビゲーション（コネチカット州ノーフォーク）はシーマシ

ーンズ・ロボティクスの SM300 自動コマンド及び遠隔操舵コントロールシステムをハイブ

リッドアルミニウム製カタマラン貨物船 Captain Ben Moore に搭載している。同船はノー

フォークとニューヨーク州ハンチントン間の小規模農家からの農産物輸送に投入される。 

 

 
 

2.4�� USCG 
米国沿岸警備隊（USCG）は、2020 年 11 月 25 日に、ハワイのオアフ島沖で 30 日間

にわたる無人洋上艇（USV）試験を完了したことを発表した。USCG はセイルドローン

社（本社：カリフォルニア州アラメダ）とスペーシャル・インテグレーディド・システム

社（本社：バージニア州バージニアビーチ）の USV の性能を検証した。 

USCG の戦略計画 2018-2022 に概説されているように、提供するサービスの主な目標

の 1 つは、「無人プラットフォーム、人工知能、機械学習、ネットワークプロトコル、情

報ストレージ、ヒューマンマシンコラボレーションなどの新しいテクノロジーを評価して、

ミッションの実行に使用できるようにすること」である。 

USCG は航続時間の長い USV が米国の排他的経済水域の遠隔海域における海上領域認

識役務に適しているとしている。 
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U.S. Coast Guard photo courtesy of the Coast Guard Research and Development 
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シーマシーンズ・ロボティクスは USCG の研究開発センター（RDC）がメタルシャー

ク製 Sharktech 29 Defiant 型ボートに SM300 自律コマンド遠隔操舵コントロールシス

テムを搭載した試験艇を購入し、ハワイで実証試験を行ったと報告している。 
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USCG は、2020 年 8 月 11 日付けの官報（Federal Register）で「海上輸送システム

への自動及び自律航行商船及び船舶技術の統合」に関する情報提供を依頼した。世界で自

動航行及び自律航行船の開発が進んでいることを鑑みて、将来の規則作成にあたっての情

報を業界から求めたものである。 

USCG は自動航行及び自律航行船及び技術を（1）人間の介入なしに、より少ない人間

の介入によりオペレーションを実施し、（2）一つまたは複数の船舶機能に関連し、（3）

オペレーション期間中又は限られた期間中、自動化を使用するシステム、と定義している。

自動化/自律化される船舶の機能には、巡航操作、通信、機械の運転、貨物管理、緊急対

応、保守が含まれる。 
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